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第３回行政改革推進委員会 会議要約

○ 日 時 平成２７年１０月８日（木） 午後３時３０分～午後４時４５分

○ 会 場 村上市役所 ４階 大会議室

○ 出席者 行政改革推進委員会委員 ８名

総務課長、総務課参事、人事管理室 ２名

（午後３：３０開会）

１ 開 会

２ 会長挨拶

会長

お忙しいところご参集くださいまして誠にありがとうございます。

８月１１日の諮問について皆様から検討いただいていましたが、本日答申することになります。事務

局で答申(案）を作成しましたので、追加や修正があるかご意見をいただきたいと思います。

３ 協議

（１） 村上市行政改革大綱後期実施計画の計画変更案に対する意見について

【資料№1】、【資料№2】を事務局が説明。

会長

資料№2は、箇条書きにしてわかりやすくした点と、文末を「～してください。」から「～すること。」

というように強い言い方に変えています。

事務局

「速やか、早めに、早急に」の文言の使い分けについての確認

会長

「早急に、速やかに」に比べ「早めに」はやさしい感じがする。出来ることなら全て早急に対応して

して欲しい気持ちはあるが、市がいつ対応できるかが問題になります。

答申を受けて、市は庁議に諮って「どう対応するか。」「いつまでにやるか。」いろいろと指示がある

と思いますが、どうなっていますか。

事務局

答申の内容につきましては、庁議と同じメンバーで構成する行財政改革本部会議という会議で報告さ

せていただきます。

市長が本部長になっておりますので、このような答申がなされたということで、「速やかに」または

「早急に」どのように対応するか検討します。
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会長

「速やかに」と言っても、村上市だけでなく関川村や粟島浦村との協議が必要なものは、時間的な調

整も必要になってくると思います。

「いつまでに」と入れても良いですが、実際には厳しいものもあるかと思います。

事務局

３つの言葉を使い分けをしていますが、別々の表現で良いかの確認です。

会長

全て早くやってもらいたいし、こういう会議を無駄にしないで欲しい。文書で逃げるような回答では

困るし、重要なことだと認識して欲しい。

委員

言葉については統一したほうが良いと思います。後期実施計画は来年度が最終年度でありある程度の

成果を出さなければならないということで進めてきたわけですが、相当遅れているものがあるので早急

にやってもらいたい。「早めに」では、ないがしろになる可能性があるので、「速やかに」で統一した方

がよいと思います。

事務局

市長からの職員に対する指示で、問題に対して速やかに対応するよう言われていますので、このたび

答申を受けたものにつきましては、早急に対応する気持ちであります。

会長

⑦については「早急に」として、②④⑥については「速やかに」ということにします。

委員

⑥について、固定資産税の納付書は既に発行されていますが、年度途中の変更は可能でしょうか。

事務局

年度途中は難しいと思います。

委員

計画変更案で、システム更新時期から平成 28年度まで検討するとなっていますので、すぐ変更するの

は難しいと思いますが、答申なので委員会の意見はそのまま載せていただいて、その意見に対して、「で

きる」「できない」「いつまで」という回答をもらえば違った意見も出ると思うので、ここで期限を定め

るよりは、所管課の意見を聞くのも良いと思います。

事務局

皆様の意見に全て対応できれば良いのですが、所管課や市長の判断もありますので、「出来ること

」「出来ないこと」を整理する必要があると思います。

事務局

答申を担当課に下ろして回答をもらって、委員の皆様にお示ししたいと思います。
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会長

第４回の委員会には所管課の意見につて事務局から説明があると思います。

別紙⑦については「早急に」として、②④⑥については「速やかに」で統一したいと思いますがよろ

しいでしょうか。

（委員了承）

４ 答申

村上市行政改革大綱後期実施計画の計画変更案に対する意見について(答申）

会長

答申文を朗読し市に対し答申

５ 次回の日程について

日 時：平成２７年１１月中旬予定

６ その他

委員

市税の収納率向上が目標にあるわけですが、年度ごとの滞納件数、金額、回収した実績の資料を次回

の委員会でいただきたい。

事務局

３～５年程度の資料を次回の委員会で用意します。

会長代行

第３回の委員会大変お疲れ様でした。無事答申できましたことを感謝申し上げます。

今回の答申では、企業との連携や住民との協働化などの意見が出ましたが、先日の地方紙に企業と町

内会の連携によるリサイクル事業が紹介されていました。今後、こういう取り組みが増えていけば、良

い手本となると思います。

これからは、協働化が進まなければ、行政改革は進まないと思うので、お互いに協力して行政と一緒

に取り組んで行きたいと思います。

７ 閉 会

（午後４：４５ 閉会）

以上、第３回行政改革推進委員会会議要約の内容が、正確であることを証明するため、ここに署名する。

平成２７年１２月１４日

会 長 松 本 豊 印


